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浦安市では市域の85%が液状化

浦安市液状化対策実現可能性技術検討委員会資料

基礎地盤が液状化した建物（浦安市）
http://www.frequency.com/video/20110311/3644191

1都12県
190市区町村

650km

広域で発生した液状化被害

埋戻し土の液状化による管渠・
マンホール等の浮上は除外

若松・先名（2014.4）

概ね震度5強以上 150cm/s2（ガル）以上

震度分布と加速度分布はQuakeMap （産総研）によるhttp://qq.ghz.geogrid.org/QuakeMap/ 
若松・先名（2014.4）
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青森県：3
岩手県：7
宮城県：33
秋田県：1
山形県：1
福島県：18
合計:63市区町村

東北地方の液状化発生地点
埋戻し土の液状化による管渠・マンホー
ル等の浮上は除外

若松・先名（2014.5）

関東地方では、１都6県で液状化被害

?

?

茨城県：43市町村
千葉県：36
埼玉県：21
東京都：11
神奈川県：7
栃木県： 5
群馬県： 4
合計127市区町村

若松・先名（2014.4）

噴砂の規模 東北地方と関東地方の違い
宮城県石巻市江合川の旧河道 千葉県神崎町利根川の旧河道

東北地方の液状化発生地点は大河川沿岸に多い

北
上
川

雄物川

最上川

阿賀野川

奥入瀬川

阿
武
隈
川

迫川

吉田川 鳴
瀬
川

若松・先名（2014.5）
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関東地方でも一部を除いて河川沿岸

那珂川

相
模
川

久慈川

涸沼川

荒川

利根川

霞ヶ浦

若松・先名（2014.4）

微地形区分と
液状化発生

低地

微地形区分データは，若
松・松岡：地形・地盤分類
250mメッシュマップ世界測
地系版を使用

若松・先名（2014.4）

微地形区分と
液状化発生

低地

東北地方は山地・丘陵が卓越

微地形区分データは，
若松・松岡：地形・地盤
分類250mメッシュマップ
世界測地系版を使用

若松・先名（2014.5）

微地形区分と
液状化発生

低地

関東地方は平野が広大

若松・松岡：地形・地盤
分類250mメッシュマップ
世界測地系版を使用若松・先名（2014.4）
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液状化発生総メッシュ数を母数とした

微地形区分毎の液状化発生割合

後背湿地

21%
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三角州・海

岸低地
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谷底低地
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扇状地
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丘陵

7%

砂礫質台地

6%

ローム台地

5%

火山性丘陵

6%

砂州・砂礫

州

3% 河原

2%

火山山麓地

1%

561メッシュ

東北地方
（河川の氾濫の影響大）

三角州・海

岸低地

29%

埋立地

15%

後背湿地

10%

ローム台地

10%

砂州・砂礫

州

7%

旧河道・旧

沼地

6%

干拓地

5%

自然堤防

5%

谷底低地

5%

砂丘

4%

河原

1%

9314メッシュ

関東地方
（縄文海進と人工造成の影響大）

東北の16倍以上

若松・先名（2014.4）

河川の氾濫でできる地形
（氾濫原の原風景）

自然堤防（水はけが良い、砂質土）

後背湿地（水はけが悪い、粘性土

→液状化しやすい

↓
液状化しない

↓
砂で盛土をすると液状化する

縄文海進（6000年前）の時代の海域
海成層が分布→微地形区分は「三角州・海岸低地」

↓
液状化発生領域と一致（何らかの影響を受けている）

国土交通省
霞ヶ浦河川事務所HP

市域の85%が埋立地
大正10年の浦安（1965年より埋め立て）

液状化

液状化なし

液状化発生地点：国土交通省関東地方整備局・地盤工学会（2011.8）
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築地

月島(1号埋立地）

越中島

明治17年（1884）の中央区・江東区

築地・月島・越中島（江戸～明治中頃に埋立て）
大正12年関東地震では液状化
今回は被害なし
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東北地方で液状化が発生した自治体
における上水道管路被害の有無

管路被害あり（厚労省・日本水道協会）
管路被害あり?（若松の現地調査時のヒアリング）

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

福
島
県

東松島市・石巻市の管路被害地点

日本水道協会：平成 23 年（2011 年）東日本大震災における管本体と管路付属設備の被害調査報告書（2012）に加筆

丘陵地帯の造成地：
液状化の情報なし

津波浸水域：液状化
の情報なし

山裾が津波
で浸水

液状化有り

水はけの悪い水田の盛土：
液状化の情報なし

津波浸水域

栗原市の管路被害地点

日本水道協会：平成 23 年（2011 年）東日本大震災における管本体と管路付属設備の被害調査報告書（2012）に加筆

迫川沿岸

液状化有り

液状化有り

築館地区：液状化なし

若柳地区
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大崎市の管路被害地点

日本水道協会：平成 23 年(2011 年)東日本大震災における管本体と管路付属設備の被害調査報告書（2012）に加筆

鹿島台地区

古川地区

志田地区

液状化有り

丘陵の裾の小谷で
管路被害

丘陵の裾の小
谷と後背湿地に
点在する自然堤
防で管路被害

登米市の管路被害地点

日本水道協会：平成 23 年(2011 年)東日本大震災における管本体と管路付属設備の被害調査報告書（2012）に加筆

吉田田地区

登米市街地

液状化の情報なし
丘陵の裾と谷地で被害

迫川周辺地区
液状化有り

とよ ま

涌谷町の管路被害地点

日本水道協会：平成 23 年(2011 年)東日本大震災における管本体と管路付属設備の被害調査報告書（2012）に加筆

上谷地地区

役場周辺地区

液状化有り

液状化の情報無し

津波浸水地域

仙台市の水道管路被害
本支管：導水管・送水管・配水管(437件)
メータ1次側給水管 (522件)
空気弁等付属設備 (105 件)

若松ら（2013.10）
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仙台市の水道施設被害地点（1064件）

★ 液状化地点

69%
12%

3%
16%

丘陵
台地
谷底低地
その他低地（谷底低地以外）

本支管（N=437）

その他の低地

本支管被害の81%が硬質地盤の丘陵と台地で発生
液状化も丘陵地帯で発生

81%

若松ら（2013.10）

0.18

0.04
0.08

0.05
0

0.1

0.2

被
害

率
（
件

/k
m
）

仙台市における
微地形区分ごとの本支管被害率

丘陵の被害率は、低地の3.6倍

その他
の低地

若松ら（2013.10）

仙台市泉区の被害地点と液状化地点の1928年の地形

★液状化は沼地付近に多い
管路被害は液状化地点と一致
沼地以外では、谷に多い

泉区青葉区

★ 液状化地点青葉区吉成4丁目
75mmのDIP配水管の被害集中

仙台市太白区の被害地点と液状化地点の1928年の地形

液状化は谷で発生
管路被害も谷や斜面で起きている
低地での管路被害は液状化と無関係

恵和町

松ヶ丘

緑ヶ丘4丁目
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丘陵・台地の造成地での
本支管被害地点の旧地形

斜面が多い。数は少ないが、元池沼が含まれることに注目

ピーク
尾根
谷・沢
斜面
谷底低地
池沼

1%

6%

28%

59%

3%

3%
N=339 青葉区中山5丁目

若松ら（2013.10）

造成地における地盤変状

太白区緑ヶ丘4丁目 青葉区旭ヶ丘

左写真：仙台市宅地保全審議会資料
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N=339

本支管被害地点と地盤変状発生域
の重ね合わせ

被害は、滑動・崩落発生地区
に集中したわけではない

若松ら（2013.10）
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被
害

件
数

（
件

）

切り盛り厚さ （m）

池沼
谷底低地
斜面
谷・沢
尾根
ピーク

N=666

旧地形別の被害件数と切り盛り厚さの関係
切り盛り厚さ：現在標高－造成前標高
現在標高（5mメッシュ標高：測量精度±15cm）
旧標高（10m毎等高線：測量精度±3.5m程度

切り盛り境界 盛土切土

若松ら（2013.7）
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宮城野区安養寺75mmVP配水管被害5箇所

西方を望む（2012年9月12日撮影）
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18. 宮城野区安養寺2丁目南北（地盤変状なし）

造成後

造成前

φ75VP管体破損
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17. 宮城野区安養寺2丁目東西（地盤変状なし）

造成後

造成前

φ75VP管体破損

安養寺2丁目における断面

1964測量地形図

切土

盛土

盛土
盛土

南北断面

東西断面

いわき市配水管路被害

（公社）日本地震工学会・いわき市水道局の共同研究
東日本大震災によるライフライン被害データベース検討委員会
で構築した管路網・被害データベースを利用させて頂きました。

関係各位に御礼申し上げます。

配水管総延長2,099km
59%：硬質塩化ビニル管（VP）
32%：ダクタイル鋳鉄管（DIP）

被害箇所数483箇所（3/11本震216箇所、4/11誘発地震267箇所）
被害割合（本震・誘発地震）：約6割がVP、約3割がDIP

いわき市の配水管路被害地点と
微地形区分との関係

三角州・海岸低地や
後背湿地で被害

微地形区分データは，若
松・松岡：地形・地盤分
250mメッシュマップ世界
地系版を使用
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丘陵の造成地の被害は、意外に少ない

住民の話では、盛
土に一部炭鉱のズ
リを使用していると
のこと

地盤変状は激しかったいわき駅付近（軟弱地盤）
噴砂は確認できず(写真は、2011年5月4日の駅前の状況）

配水管被害は軟弱地盤（後背湿地）と硬い地盤（丘陵）の境界に多い

1908（明治41）年地形図

いわき市植田町での液状化と配水管被害

いわき市土木部提供

液状化発生箇所
★

1908年（M41）地形図との重ね合わせ
鮫川の旧河道をなぞるように管路被害が発生。旧河道沿いに新たに管路を敷設する場合は液状化対策を!
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茨城県では，44市町村中43で液状化
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根
町

液
状

化
発

生
メ
ッ
シ
ュ
数 断水解消まで１週間以上の市町村

断水解消まで2週間以上の市町村
（茨城県、2013）

液
状
化
な
し

茨城県の液状化発生地点

那珂川

久慈川

涸沼川

利根川

霞ヶ浦

若松・先名（2014.4）

水戸市

液状化発生地域と
管路被害地点は一致

日本水道協会：平成 23 年（2011 年）東日本大震災における管本体と管路付属設備の被害調査報告書（2012）に加筆

茨城県潮来市・神栖市・鹿嶋市・香取市の
配水管被害地点（鍬田・池尻、2012）

自治体
名

管路延長
(km)

被害数
（件）

被害率
（件/km）

潮来市 247 80 0.32
神栖市 718 211 0.29
鹿嶋市 343 221 0.64
香取市 246 35 0.14

配水管被害地点（鍬田・池尻, 2012）

液状化発生地点（若松・先名, 2014）

旧河道

干拓地上の盛土造成地

段丘と砂丘の間の低地

谷底低地の盛土造成地

砂礫採掘跡地の埋戻し地盤

旧水路

表とグラフは，鍬田・池尻（2012）による
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利根川

霞ヶ浦

稲敷市

香取市

河内町 神崎町

管路被害が多かった稲敷市・神崎町・香取市

百
年
前
の
川
の
流
路
や
湖
沼
の
分
布
に
注
目

1906年

明治・昭和・平成の地形図の変遷
1/5万地形図「佐原」の部分

川
の
流
路
や
湖
沼
の
分
布
の
変
遷
に
注
目

稲敷市

香取市

神崎町

明治39（1906）年測量

昭和27（1952）年測量

平成9（1997）年測量

利根川沿岸の旧河道の沼（1952年佐原）

顕著な液状化発生地域（利根川の浚渫砂で1950～1960年頃埋め立て） 稲敷市提供

液状化により沼地が再び出現

12



新里 進氏 提供

76cm

100cm

直接基礎の住宅の過大な沈下量

敷地全体が1m沈下（深さ5mまで
柱状改良48本効果無し）

利根川下流沿岸

側方流動も発生

稲敷市撮影

香取市HP

稲敷市HP

砂利採取の状況（茨城県神栖市）
地下水位が浅いためサンドポンプで浚渫

昭和40～60年にGL-10mまで建材用に砂利採取して埋戻し

砂利採取跡地での液状化被害（神栖市深芝）
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千葉県では，59市区町村中36で液状化
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管路被害が報告されている市町村

千葉県の液状化発生地点

若松・先名（2014.4）

千葉市内陸部と千葉市以南の
埋立地帯の液状化は不明

千葉県水道局

谷津（台地の間の谷）
の液状化による被害

埋立地の液状化による被害

日本水道協会：平成 23 年（2011 年）東日本大震災における管本体と管路付属設備の被害調査報告書（2012）に加筆

千葉県旭市の管路被害地点

旭市液状化対策検討委員会第１回委員会資料

管路被害箇所と液状化発生地点は一致
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旭市における液状化発生地点

管路被害箇所と液状化発生地点は一致

M36（1903）
掘削した砂から砂鉄を選別している状況（千葉県：千葉県自然誌別編１ より引用）

砂鉄採掘の様子（長万部市史）

井口一幸著「古代山人の興亡」より

液状化発生地点は砂鉄の
採掘跡地の埋戻し地盤

主な砂鉄の産地

砂鉄採掘跡地での液状化被害（千葉県旭市）

3月11日16時過ぎ萩原工務店撮影

液状化被害が密集していたが、管路被害が少ない地域

鉾田市
土浦市

阿見町・牛久市・取手市

市川市内陸部・船橋市内陸部・八千代市・佐倉市

若松・先名（2014.4）
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まとめ1（暫定）
東北地方より関東地方の方が、液状化が関与した水

道施設の被害が多かった。

東京湾岸の埋立地、利根川などの旧河道、太平洋
沿岸の砂利採掘跡地・砂鉄採掘跡地（水平地盤）で
は、液状化により水道管路が多数被害を受けた。

上記の地域では、液状化層が5m ?以上と厚い地域

が多かった。今後、液状化層厚（地盤沈下量等）と管
路被害との関係を明らかにする必要がある。

佐倉市など千葉県内陸部の台地の間の谷埋め盛土
地域では、家屋の液状化被害が多数発生したにもか
かわらず水道管路の被害は余り報告されていない。

まとめ2（暫定）
東北地方では、丘陵地帯などの硬質地盤や、硬軟

地盤の境界部での被害が多かった。

仙台市では、丘陵の本支管の被害率は低地の3.6倍
であり、丘陵の切り盛り造成地（傾斜地盤）での管路
被害が多かった。

管路被害箇所は、切り盛り境界のやや盛土側（盛土
が薄い）の、旧地形が斜面に多かった。このことか
ら、盛土斜面の滑動が管路の被害の原因と推測され
る。斜面の滑動に、液状化が関与したと思われる箇
所も少なくなかった。

仙台市の造成地で管路被害が多く、関東地方の造成
地で比較的少なかった原因を明らかにする必要がある

液状化被害を受けた浄水場
 蛇田浄水場（宮城県石巻市）

 鰐川浄水場（茨城県鹿嶋市）

 神宿浄水場（千葉県神崎町）

 山田浄水場第6取水場（茨城県行方市）

 国見浄水場苦地沈砂池（仙台市青葉区）

 碁石浄水場（宮城県川崎町）
 平浄水場（福島県いわき市）
 上坪浄水場（茨城県ひたちなか市）
 川妻浄水場（茨城県五霞町）
 石塚浄水場（茨城県城里町）
 霞ヶ浦浄水場（茨城県土浦市）
 涸沼浄水場（茨城県笠間市）
 東総広域水道企業団浄水場（千葉県東庄町）

設
備
被
害

場
内
連
絡
管
路
被
害

厚生労働省（2013）による
壊滅的被害を受けた茨城県鰐川浄水場

霞ヶ浦
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鰐川浄水場は、元は湖

望まれる拠点施設の土地条件の把握
やむなく埋立地など脆弱地盤に建設する場合は

敷地全体の地盤改良と可とう材質管路の採用が必要

明治10年代の1/2万迅速図（歴史的農業景観閲覧システム）を利用
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